
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成27年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成23年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表
愛媛県　愛南町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

96.68 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
)

法非適用 下水道事業 特定地域生活排水処理 K3 23,106 238.99

－

- 該当数値なし 9.18 100.00 3,600 2,096 237.91 8.81 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　本事業は、平成22年度より開始した県下初のPFI方式に
よる町営浄化槽整備事業である。
・収益的収支比率については、近年は下降傾向にあり、平
成26年度には初めて100％未満となった。これは、地方債
の償還が開始されたことが要因として考えられ、平成27年
度においても90.53％と前年比で約7％程度下降している。
地方債償還については、平成34年度がピークとなることか
ら、今後についても償還金の増加に伴い収益的収支比率の
低下が見込まれる。
・企業債残高対事業規模比率については、平成26年度まで
は企業債償還は一般会計が多く負担していたが、平成27年
度からは一般会計の厳しい財政事情、独立採算を原則とし
た公営企業の在り方等を鑑みて、繰出し基準に基づき算定
している。類似団体平均値と比較しても高い水準で推移し
ており、今後の営業収益の増加を図る必要がある。
・経費回収率については、類似団体平均に近い数値となっ
ているが、平成25年度以降は下降傾向にあり、本事業に係
る費用が使用料以外の収入に依存していることが考えら
れ、さらには地方債償還金の増加も見込まれていることか
ら今後の経営効率の低下が懸念される。
・汚水処理原価については、ほぼ横ばいではあるものの、
類似団体平均より高く推移している。この対策として、事
業進捗に伴う急激な負担が発生しないため、維持管理費を
人槽毎１基当たりに適切な単価設定を行っている。
・施設利用率については、類似団体平均値より高く推移し
ており、施設利用の効率性は良好であると考えられる。た
だし、浄化槽の処理能力は対象建物の面積により決定され
るため、世帯人数の減少に伴う利用率低下が懸念される。
（処理水量の減少）
・水洗化率については、将来の人口減社会を見据え、現在
の100％を維持していく。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

事業開始から６年が経過し、近年、浄化槽ブロアの故障
による部品交換が増加傾向にある。また、ブロア本体の
取替え及び浄化槽の躯体についても今後、故障等による
更新が発生することが予想される。このため、将来的に
は施設の長寿命化やライフサイクルコストの縮減を図る
計画的な維持管理・更新を実施することが必要である。
（浄化槽の耐用年数については、平成26年１月に国土交
通省・農林水産省・環境省が策定している「持続的な汚
水処理システム構築に向けた都道府県構想策定マニュア
ル」通称３省マニュアルの本編、資料編に明記されてい
る浄化槽の躯体は30年～50年、機械７年～15年としてい
る。）

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

１.経営の健全化・効率性について
　本事業において、特に改善が必要だと考えられるのは
収益的収支比率及び経費回収率である。この結果によ
り、本事業に係る費用が使用料以外の収入で賄われてい
ることが顕著にあらわれており、今後は地方債償還額が
増加することから、これらの数値の低下が懸念される。
このため、更なる水洗化の普及促進や今後の状況に見
合った使用料への見直しについても検討を行っていく必
要がある。また、平成29年度には将来にわたって安定的
に事業を継続していくための基本計画である「経営戦
略」を策定することとしている。
２.老朽化の状況
　近年はブロア修繕が増加傾向にあり、今後も収益を圧
迫すると予想されることから、施設更新の計画的実施
(平準化)や民間業者のノウハウや経験を生かし、定期的
な維持管理を行い、経営改善に努める。「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％) 

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％) 

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％) 

      【345.93】 

【74.35】 【58.84】 【272.79】 【59.44】 

    【-】 

該当数値なし 該当数値なし 

該当数値なし 該当数値なし 


